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授業時の様子
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1 第１節　先カンブリア時代

第２節　顕生代

2

3

第３章　日本の天気

第2節　冬の天気 日本で見られる冬の気象について理解する。

第１節　宇宙の誕生

第２節　太陽系の誕生

第3節　春の天気

もたらす要因

第4節　夏の天気

第5節　秋の天気

定期考査

第１学期期末考査 ※第4部の関連内容も考査範囲に含む。 定期考査

第２章　地球史の読み方

　　　　　

定期考査

実験･実習レポート

課題レポート

移り変わる地球

第１章　宇宙と地球

第３部

実験･実習レポート

課題レポート

大気と海洋

第２章　活動する地球

第２節　地震 地震の発生のしくみについて理解する。

第１章　大気の構造 第１節　大気圏 大気の構造について理解する。 実験・実習レポート

第２節　対流圏における水と気象 水の循環と大気圏の気象について理解する。 課題レポート

第２章　太陽放射と 第１節　地球のエネルギー収支

　　大気・海水の運動 第２節　大気の大循環 大気の大循環とそれによる地球規模の熱の輸送について理解する。

第３節　海水の循環

地球全体のエネルギー収支について理解する。

授業時の様子

実験･実習レポート

第１部

地球の構造と活動

第１章　地球の構造

第２部

第1学期中間考査

第3節　火山活動　 火山活動と火成岩の形成のしくみについて理解する。

※第4部の関連内容も考査範囲に含む。

地球の形と大きさについて理解する。

地球内部の層構造とその状態を理解する。

地球上における日本の位置関係と

課題レポート

定期考査

授業時の様子

海水の運動とそれによる地球規模の熱の輸送について理解する。

太陽系の誕生とその歴史、太陽系の構造について理解する。

宇宙の誕生とその歴史について理解する。

日本で見られる春の気象について理解する。

授業時の様子　　気象に変化をもたらす要因を理解する。

日本で見られる夏の気象について理解する。

日本で見られる秋の気象について理解する。

※第4部の関連内容も考査範囲に含む。

令和８年度　理科　「地学基礎」　シラバス

月

単 位 数 2

１　学習の到達目標

　地球や地球を取り巻く環境への関心を高め、理科の見方・考え方を働かせ、目的意識をもって観察、実験や地球を取り巻く環境を
科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
⑴日常生活や社会との関連を図りながら、地球や地球を取り巻く環境について理解するとともに、科学的に探究するために必要な
観察、実験などに関する基本的な技術を身に付けるようにする。
⑵観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。
⑶地球や地球を取り巻く環境に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度と、自然環境の保全に寄与する態度を養う。

２　学習の計画及び評価方法

学習内容や学習活動単元名 学習項目
評価の
材料等

第2学期中間考査

地層を調べることで地球の歴史が明らかとなったことを理解する。

第１節　地層の形成

第2節　地層の読み方

※第4部の関連内容も考査範囲に含む。

地層が形成されるしくみを理解する。

第3節　地質年代の区分　 古生物の変遷に基づいて地質時代が区分されることを理解する。

第１節　日本の気象に変化を

第１節　地球の概観

第２節　地球内部の構造

第１節　プレートﾃｸﾄﾆｸｽと プレートの分布と運動及び

地球の活動 　　プレート運動に伴う大地形の形成を理解する。

第5節：科学技術の発展に伴う人間活動が引き起こした環境問題を

第２節・第３節：日本の自然環境がもたらす災害について理解する。

地学基礎の学習内容を人間生活と関連付けて考える。自然との共生 第１節　地球環境と私たち

第２節　地震災害・火山災害

学年末考査

第４節：自然災害に対して行われている観測方法や対策を理解する。

第３節　気象災害

第１節：地球の一員としての私たちの存在を理解する。

　　　　

第2期期末考査

第４節　災害と社会

第５節　地球環境の変化

探究活動

実験・実習レポート

定期考査

課題レポート

教科書 啓林館「地学基礎」<改訂版>

学科・学年・学級

副教材
  浜島書店　三訂版　ニューステージ地学図表
  啓林館　センサー地学基礎　4th Edition

普通科　２年１～８組選択者

地球の誕生から生物の出現にいたる地球の歴史について理解する。

地球環境がどのように移り変わってきたのかについて理解する。

第4部は第1部～第3部の学習時にも関連内容として説明する。第４部 授業時の様子

第３章　地球の生命進化

正しく理解する。



３　評価の観点

４　評価方法　

５　担当者からのメッセージ

授業を受けるに当たって
守って欲しい事項

・毎日の授業を大切にし、授業を通して地球や地球を取り巻く環境について、ミクロからマクロ
まで広い視点に立って、自然を総合的にとらえ見ることができるよう努力することが大切です。
・授業はノートをしっかりとってください。そのまま写すのではなく、自分で考えたことや　感じた
こと、説明されたことを整理して記入することが学習に深みを増すことになります。
・プリント類はなくさないようにしてください（ノートに貼ってください）。
・授業で得た知識と実際の事物とを的確に対応させていくことが大切です。また、様々な資料
等を活用し、間接的な体験を増やしていくことも大切です。
・自分から進んで興味あることを調査する積極性も必要です。

・授業は地学教室で行います。休み時間の間に移動し、教科書、図表、問題集、タブレット端
末等の教具の準備を済ませ、始業のチャイムを待ちましょう。
・授業中は他人に迷惑をかけることのないよう、真剣に、集中して受けましょう。
・作業等で定規､コンパス､色鉛筆､はさみ､のり等を使うことがあります。授業で貸し出した物品
については大切に扱いましょう。また、のり、はさみは個人で用意してください。
・実験・実習はその意義や目的をふまえて意欲的に参加しましょう。また、実験では注意事項を
よく守り、事故のないようにしましょう。
・レポート提出は期日を守り、自分から意欲的に文献等を調べ、内容を充実させましょう。
・定期考査前には十分に復習をし、理解できないところは質問等をして、分からないところがな
い状態で考査に臨みましょう。
・欠席は極力減らし、休んだときはそのフォローを確実に行いましょう。

　知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度の3観点の評価から総合的に評価する。評価方法

確かな学力を身につける
ためのアドバイス

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

日常生活や社会との関連を図りながら、地球および地球を取り巻く環境について理解するとともに、科学
的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本的な技術を身に付けている。

自然の事物・現象に問題を見いだし、探究する過程を通して、事物を科学的に考察し、導き出した考え
を的確に表現する技術が身に付いている。

地球および地球を取り巻く環境に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度が身に付いている。


